
日本企業の

危機管理 に

世界標準と

新しいビジョンを

教育研修事業

のご紹介 ⚫ 組織運営方法

⚫ 有害・危険物質対応

⚫ 緊急時災害対応

⚫ 物資・資源管理

⚫ 避難所運営

ニーズに合わせた
最適な教育研修をご提供



◉ ICSの概要

◉ ICSの原則

◉ 必要となる部署

◉ 災害対応のための組織

◉ 連携指揮

◉ ケーススタディ

◉ 災害想定演習

ICS（Incident Command System）

効果的に活動するためのマネジメント手法がここにある

地域コミュニティや学校、企業から自治体まで、
どのような組織でも活用できる

地震や噴火、台風や豪雨、テロやミサイルの脅威など、私たちの
生活を揺るがす大きな危険が、最近増していると言われています。

もし、大災害に巻き込まれたら、周りの方々と協力して、被害
の拡大を少しでも食い止めるために必要な組織体系を構築す
る必要があります。

効率的な組織運営方法を学んでいただけます

期 間 １日半（ご希望に応じて１日に短縮も可能です）

主な研修内容

どのように組織を編成するのか

どのように役割分担をするのか

状況により、どのように組織・役割を変化させるか



HAZMAT（Hazardous Materials）

初動対応と適切な管理で、その後の運命がかわる

企業の自衛消防組織、自治体防災担当など、
有害・危険物質対応について学びたい方に

有害・危険物質の漏洩をはじめとして、最近ではテロや
ミサイルの脅威が増してきています。

災害に直面したとき、それぞれの組織は有害・危険物を
早期に特定・認識することで、命を守る対応をとることが
求められています。

期 間 １日（ご希望に応じて半日に短縮も可能です）

◉ 有害・危険物質に関する
基本的概念

◉ 6種類の危険因子

◉ 侵入・暴露要因について

◉ 有害・危険物災害の
手がかりと認識手法

◉ 初動対応ガイドブックの活用

◉ 現場の管理技術

◉ ケーススタディ・演習
最初の30分に何をすべきか学んでいただけます。

主な研修内容

何の物質が災害に関係しているのか

どのような影響が考えられるか

どのような初期対応が必要か



主な研修内容

CERT（Community or Company Emergency Response Team）

自分自身と家族や周りの人たちを救う手段を身につける

地域コミュニティや学校、企業から自治体まで、
どのような組織でも活用できる

自然災害や同時多発テロなど、これまでにないような震撼
させる事象が発生しています。

それらに直面したとき、あなたはどうやって行動しますか。
そして何から始めたらよいでしょうか。

期 間 １日半（ご希望に応じて１日に短縮も可能です）

◉ 心と行動の準備

◉ チームビルディング

◉ 火災防護

◉ 個人用保護具

◉ 応急手当

◉ 簡易的な捜索

◉ 搬送・救助

◉ 総合想定演習 必要な知識とスキルを身につけていただけます。

どのように自分の身を守るのか

どのように仲間と協力して行動するのか

どのように救助を求める人に対応するのか



Logistics Management

災害時における物資・資源運用は事業継続の要となる

災害時には様々な物資が不足しがちになります。

あなたが対策本部で物資を管理する役割になったとき、
時間の経過とともに発生する様々な問題。

そして必要とされるモノが刻々と変化する状況において、
円滑に運用・管理するための応用力を養う必要があります。

期 間 １日（ご希望に応じて半日に短縮も可能です）

◉ 危機管理タスクフォース

◉ 減災ロジスティックス

◉ 緊急時物資管理計画

◉ 物資管理で必要な資機材

◉ 物資管理と緊急行動のプロセス

◉ 演習（行動付帯型）

◉ 定期的な訓練と備え

運用・管理プロセスを理解していただけます。

地域コミュニティや学校、企業から自治体まで、
どのような組織でも活用できる

主な研修内容

いかに合理的かつ効率的に管理するのか

刻々と変化するニーズにどう対応するのか

電源喪失時にどのように管理するのか

【お問い合わせ】



Shelter Management

多種多様化する避難所ニーズに効果的な運営管理で応える

近年、外国からの訪問者が増加し、世界各地から日本の慣習
や考え方も時には伝わらない方々が国内に滞在しています。

災害頻発国である日本において、社会環境も多様化するなか、
国際的な基準や有用なコンセプトを取り入れつつ、効果的な運
営管理を行う必要があります。

期 間 １日（ご希望に応じて半日に短縮も可能です）

◉ 避難所運営に関する基礎知識

◉ 運営活動と体系

◉ 海外のトレンドと事例

◉ 受付情報部門

◉ 集団宿泊部門

◉ 避難所の安全管理

◉ 設営・運営演習

質の高い運営管理方法を学んでいただけます。

地域コミュニティや自治体、学校から
医療機関まで、どのような組織でも活用できる

主な研修内容

多岐にわたる活動にどう柔軟に対応するか

海外の事例と優れた運営管理とはなにか

多様化するニーズにどうやって対応するのか





会社概要

会 社 名： 株式会社ネクセライズ
Nexeraise Co.,Ltd

本社所在地： 東京都江東区東陽３-７-１３
LUCID SQUARE KIBA ６階

営業所在地： 火力・原子力発電所および燃料備蓄基地

ホームページ： http://nexeraise.co.jp/

📞 03-6371-2700 ✉ shop@nexeraise.co.jp

お問い合わせ先

消防・防災用品の販売も行っております。
多くの商品を取り扱っておりますので、お気軽にお問い合わせください。


